
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism Kinki Regional Development Bureau

平成30年の大規模災害対応について

資料3-2



尾道糸崎港

瀬戸田港

瀬戸田港

尾道糸崎港

竹原港

中田港

【位置図】

広島県

島根県

広島空港

呉港

尾道糸崎港

福山港

広島港

安浦漁港

川尻港
呉港

蒲刈港
（下蒲刈島）

蒲刈港
（上蒲刈島）

豊島漁港
（豊島）

【凡例】
：船舶による直接給水実施箇所
：飲料水、食料支援・輸送箇所
：断水エリア

港湾業務艇での直接給水（蒲刈港）

※首相官邸HPより

港湾業務艇での緊急物資輸送（中田港）
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3-2-1. 平成30年7月豪雨災害
中国地方（瀬戸内海）におけるTEC-FORCE派遣（港湾空港部）

・断水地域や島嶼部等で給水や飲料水等が不足。
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広島港

呉港

竹原港

岩国港

大竹港

尾道糸崎港
【凡例】

：漂流ごみ発生箇所

海洋環境整備船

・平成30年7月豪雨により、瀬戸内海周辺海域では大量の漂流ごみが流出し、船舶航行の支障となった。
→ ①港湾の強みである、船舶による「海上からの大量の支援物資輸送」を実施
→ ②海洋環境整備船により、通常の範囲（大阪湾等）を越えた「ごみ回収作業」を実施

漂流物の漂流状況

3-2-1. 平成30年7月豪雨災害
中国地方（瀬戸内海）におけるTEC-FORCE派遣（港湾空港部）



・堺泉北港 基幹的広域防災拠点は、近畿圏臨海防災センター、緑地、耐震強化岸壁、臨港道路で構成され、
平成２４年４月１日より供用開始。（全国２箇所目）

・平常時には緑地公園として利用され、災害時には救援物資の中継基地や自衛隊のベースキャンプとして活用。

耐震強化岸壁
水深7.5m，延長130m

(平成２３年度供用開始)

臨港道路 延長3.5km
(平成２２年度供用開始)

緑地 面積27.9ha
(平成２４年４月１日供用開始)

近畿圏臨海防災センター （※）
(平成２４年４月１日供用開始)

支援施設棟

※ 支援施設棟、倉庫棟、
車庫棟で構成
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3-2-1. 平成30年7月豪雨災害
支援物資中継基地 として活用された「堺泉北港基幹的広域防災拠点」の主要施設



・大阪府市長会から提供の飲料水・非常用食品・生活物資などの救援物資を堺2区基幹的広域防災拠点に集約。
・堺2区基幹的広域防災拠点の外部倉庫棟などで品目別に整理・分配し、近畿地方整備局の備蓄資材と併せて被災地へ。
・搬送は陸路（トラック）と海路（港湾業務艇「はやたま」及び中部地方整備局の大型船「清龍丸」により実施。

分配・整理状況救援物資の集約状況

トラックでの輸送外部倉庫棟の状況

「はやたま」による輸送 「清龍丸」による輸送

堺2区基幹的
広域防災拠点

陸路

被
災
地
へ
の
搬
送

大阪府下の各市より
堺2区基幹的広域防災拠点に
救援物資を集約

品目

数量

近畿地方整備局備蓄分
飲料水 ブルーシート 非常食

3,000L 160枚 3,600食

大阪府市⾧会提供物資
飲料水 ブルーシート 非常食 タオル 使い捨てマスク 毛布

9,000L 100枚 22,300食 2,200枚 70,000枚 3,000枚

基幹的広域防災拠点集積物資（主なもの）

海路
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3-2-1. 平成30年7月豪雨災害
堺泉北港基幹的広域防災拠点より支援物資を搬送



日付 輸送内容 場所

7/10 飲料水等 中国地整（広島市）

7/11 飲料水、ブルーシート 中国地整（尾道市）

7/12 飲料水、非常用食料 竹原港（竹原市）

7/13 ブルーシート、土嚢袋
重井港（因島・尾道
市）

7/15 飲料水、非常用食料
瀬戸田港（生口島・
尾道市）、蒲刈港
（上蒲刈港・呉市）

7/16
~18

飲料水
瀬戸田港（生口島・
尾道市、佐木島・三
原市）、広島港

宇野港
岡山県玉野市

かまがり こう

蒲刈港
広島県呉市

せとだ こう

瀬戸田港
広島県尾道市・

三原市

たけはら こう

竹原港
広島県竹原市

全長 17.0m
全幅 4.0m
総トン数 19トン

港湾業務艇「洲浪」

近畿地方整備局
大阪港湾・空港整備事務所所属

支援物資引渡
（瀬戸田港）

支援物資荷卸し状況
（瀬戸田港）

ひろしま こう

広島港
広島県広島市

おのみちいとざきこう

尾道糸崎港
広島県尾道市

しげい こう

重井港
広島県尾道市

・「平成30年7月豪雨」により甚大な被害が発生した中国地整からの要請を受け、港湾業務艇「洲浪」「はやたま」等
をTEC-FORCEとして派遣。岡山県宇野港を基地港として、飲料水や生活必需品等支援物資を広島県内各地へ
運搬。
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3-2-1. 平成30年7月豪雨災害 港湾業務艇による支援物資輸送



船内の洗濯機８台で洗濯支援を実施

3-2-1.平成30年7月豪雨災害
大型船『清龍丸』による被災者支援（支援物資輸送、入浴・洗濯支援）

※首相官邸HPより

・広島県 呉港阿賀マリノポリス地区において、中部地方整備局所属「清龍丸」により支援物資輸送及び入浴・洗濯支援を実施。
・大阪府 堺泉北港で積み込んだ支援物資（飲料水 約23,000本、食料 約15,000食等）を呉市に引き渡し。
・7月12日より被災地の皆さんへの入浴・洗濯支援を開始し、7月19日までの計7日間実施（船内用の水補給のための17日を除く）。
・7日間での入浴者数1,199名(男性489名、女性710名)

船内の浴室 洗濯支援の様子

一度に洗場4名の利用が可能な浴室

船内の様子 船内の様子

入浴後のドライヤー（5台）等の利用も可能

利用者の様子

利用者のための待合室も確保

呉港阿賀マリノポリス地区での入浴・洗濯支援

浚渫兼油回収船「清龍丸」総トン数4,792トン
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支援物資の積込・引渡

堺泉北港

呉港
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■ごみ回収量（m3）（速報値）

■活動範囲

ごみ回収作業状況

累計469.5m3

宮島 呉市

広島市

福山市
尾道市広 島 県 瀬戸大橋

今治市

ごみ回収量（色分け船舶別）
船舶別回収量クリーンはりま169.4m3 Dr.海洋148.3m3、海和歌丸151.8m3

「クリーンはりま」の活動範囲

7/15～16

「Dr.海洋」の活動範囲

「海和歌丸」の活動範囲

7/18
7/20～21

7/22

7/2６

7/2７～2８

■海洋環境整備船■漂流物回収状況

コンテナがごみで満杯

全長： 32.2m 全幅：11.4m 
総トン数 197トン

全長 33.5m 全幅 11.6m
総トン数 196トン

全長 33.5m 全幅 11.4m
総トン数 198トン

クリーンはりま

Dr.海洋

海和歌丸

出典：国土地理院ホームページ
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・「平成30年7月豪雨」により、海域には船舶航行の支障となる漂流ごみが大量に発生。
・これら漂流ごみを近畿地方整備局所有の全ての海洋環境整備船「クリーンはりま」、「Dr.海洋」及び「海和歌丸」
が、7月14日から31日（10日間稼働）にかけて広島湾から瀬戸大橋周辺の瀬戸内海で回収。

・10日間の回収量は約469.5m3（速報値）で、近畿管内の7月時（3年平均）の回収量に相当。

3-2-1.平成30年7月豪雨災害
瀬戸内海での海洋環境整備船（近畿３船）の支援状況



3-2-1. 平成30年7月豪雨災害 中国地方（瀬戸内海）への派遣支援状況
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■派遣支援期間及びTEC隊員

■支援内容等

輸送手段・派遣船舶 7月

陸上輸送車
（災害協定団体）

トラック
7/9,10(2日間)
TEC隊員2名 7/13,14(2日間)

港湾業務艇

洲浪
7/10～7/18（9日間）
TEC隊員6名派遣

はやたま
7/11,12(2日間)
TEC隊員2名

7/17～20（４日間）
TEC隊員1名派遣

海洋環境整備船

クリーンはりま
7/13～7/19（7日間）
TEC隊員3名派遣

Dr.海洋
7/18～7/22（5日間）
TEC隊員2名派遣

海和歌丸
7/26～7/31（6日間）
TEC隊員2名派遣

大型船
（中部地整）

清龍丸
7/9～7/22（14日間）
TEC隊員18名派遣

輸送手段 支援内容 支援タイプ 支援先 支援場所

陸上輸送車 トラック 支援物資輸送 PUSH型 中国地整
瀬戸内海
呉港周辺

港湾業務艇

洲浪 支援物資輸送

PUSH型 中国地整

瀬戸内海
尾道糸崎港周辺

はやたま
支援物資輸送
漂流物調査

瀬戸内海
瀬戸田港、呉港周辺

海洋環境整備船

クリーンはりま
漂流物回収作業

給水支援
PUSH型 中国地整

瀬戸内海
呉港周辺

Dr.海洋

漂流物回収作業

海和歌丸 要請型
中国地整
四国地整

瀬戸内海
福山港周辺

大型船 清龍丸
支援物資輸送
入浴・洗濯支援

PUSH型 中国地整
瀬戸内海
呉港周辺



3-2-2.平成30年台風第21号の概要

 非常に強い台風第21号は、勢力を落とさず９月４日午後２時頃に神戸に再上陸。急激に潮位が上昇し
大阪港、神戸港において、既往最高潮位（第２室戸台風）を超える潮位を観測。また、関西空港で最
大瞬間風速50m/s以上を観測したほか、大阪市内においても、最大瞬間風速40m/s以上を観測。

日最大瞬間風速 ※気象庁HPより
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○：午前9時
●：午後9時

過去最高潮位230cm

高潮警報基準

高潮注意報基準

実際の潮位→

↑
天文潮位

最高潮位329cm
過去最高潮位293cm

潮位（大阪港）潮位（神戸港）

高潮警報基準

高潮注意報基準

実際の潮位→

↑
天文潮位

最高潮位233cm

9月4日

9月5日

9月3日

出典：大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会資料



 過去に大阪湾沿岸で甚大な被害をもたらした４大台風と比較して最低気圧、平均最大
風速とも同レベルの数値を記録。
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3-2-2.平成30年台風第21号の気象・海象について（４大台風との比較）
出典：大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会資料

※厳密な台風経路ではない

台風 室戸台風
ジェーン

台風
伊勢湾
台風

第2室戸
台風

台風21号

年月日
1934年
9月21日

1950年
9月3日

1959年
9月26日

1961年
9月16日

2018年
9月4日

場 所 大 阪

最低海面気圧(hPa)
954.3

(715.8mmHg)
970.0 956.1 937.0 962.4

最高風速(m／s) ※１
40以上

(測風塔倒壊)
28.1 19.9 33.3 27.3

最大瞬間風速(m／s) 60以上
(測風塔倒壊)

44.7 27.4 50.6 47.4

最高潮位(m) ※２
OP+4.19

OP+4.50(推定)
OP+3.85 OP+2.54

OP+4.12
(TP+2.93)

OP+4.59
(TP+3.29)※3

偏差（m） 2.92(推定) 2.37 0.83 2.45 2.77

場 所 神 戸

最低海面気圧(hPa)
954.6

(716.0ｍｍＨｇ)
964.3 963 945.9 958.2

最高風速(m／s) ※１ 21.9 33.4 29.3 27.0 24.1

最大瞬間風速(m／s) － 47.6 34.8 39.2 41.8

最高潮位(ｍ) TP+2.32
※4

TP+2.21
※4

TP+1.12
※4

TP+2.30
※2

TP+2.33
※3

偏差（m） 2.20 1.67 0.61 1.93 1.81

※1：観測時刻の前10分間の平均値
※2：平滑値（約3時間平均値（1997年以降）1996年以前は手作業でデータ処理）
※3：波浪等の短周期成分を除いた3分平均値
※4：検潮記録から求めた推定値

＜大阪・神戸における過去台風との観測記録の比較＞

大阪管区気象台の資料より



3-2-2.平成30年台風第21号 既設観測点データによる実測（大阪湾：潮位）
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 神戸、西宮、尼崎、大阪において、既往最高潮位（第二室戸台風）を更新した。
 最高潮位は尼崎が最も高く、湾奥にいくにつれて高くなる傾向。

出典：大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会資料



神戸波浪観測所

ポートアイランド

六甲アイランド

神戸市

 神戸波浪観測所において、2018/9/4の14:20に最大有義波高（4.72ｍ）、周期（6.2ｓ）を記録。
 既往最大有義波高は、2014年の台風11号時の最大有義波高（4.43m）、周期（6.3s）であった。
 2018年台風21号によって、既往最大の有義波高が更新された。
※2018年台風21号と2014年台風11号の最大有義波高は、どちらも水圧補正データである。

3-2-2.平成30年台風第21号 既設観測点データによる実測（波浪）
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※第１回大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会より

出典：大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会資料



3-2-2.平成30年台風第21号 浸水痕跡

凡例
上段：痕跡高（基準：T.P.）
下段：浸水深

 痕跡高のタイプ：
浸水高
遡上高
地盤高
越波による浸水高

3.02～3.66m
0.00～0.95m

3.42～3.60m
1.50～1.62m

3.10～3.41m
1.15～1.40m

3.02～3.20m
1.45～1.80m

3.14～3.65m
1.38～1.95m4.57m

0.70m

1.11～3.71m
0.00～0.18m

1.16m
－

2.90～3.17m
0.21～1.00m

2.38～3.00m
0.00～0.40m

2.53m
－

2.31m
－

2.26m
－

2.61m
1.40m

2.83～4.38m
－

4.00m
1.04m

3.73m
－

5.94m
2.30m

3.12～3.13m
0.49～0.64m

2.66～3.50m
0.00～1.42m

 土木学会海岸工学委員会、海上・港湾・航空技術研究所 港湾空港技術研究所（港空研）、国土技術
政策総合研究所（国総研）では被害の状況及び沿岸部に残る浸水痕跡調査を実施。
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5.68～9.21m
－

出典：大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会資料



14

尻無川大正内港
作業船12隻はしけ
10～15隻漂流・着

鳴尾浜
ガントリークレーン２基倒壊
ふ頭施設被害（資材置き場）
鳴尾浜浸水被害

RC-2、RC-4/5
・ヤード内冠水、空ｺﾝﾃﾅ約100個がﾔｰﾄﾞ内散乱
・ヤード内積立コンテナ倒壊
・コンテナ火災
・ｶﾞﾝﾄﾘｰｸﾚｰﾝ７基損傷(RC2:3基、RC4/5:4基)

PL-4
・事務所、

上屋倉庫浸水

PL-13
・バース内停電

臨海企業
大型部材流出

甲子園浜地区
中古車火災

芦屋沖地区
コンテナ打上
浸水被害

尼崎西宮芦屋港
神戸港

大阪港

堺泉北港

小型船打上

住吉浜沖
コンテナ7～8個浮遊

摩耶ふ頭東沖0.25マイル
コンテナ2個浮遊

夢洲コンテナターミナル(C10-C12)
・コンテナ散乱
・ｶﾞﾝﾄﾘｰｸﾚｰﾝ6基損傷
・RTGｸﾚｰﾝ2基損傷

船舶乗上

船舶乗上

RC-6、RC-7
・ヤード内上屋・電気設備等・車両
など高潮浸水、空コンテナがヤー
ド内散乱・海上への流出、車両火
災
・ヤード内積立コンテナ倒壊
・ｶﾞﾝﾄﾘｰｸﾚｰﾝ５基損傷
・RTGｸﾚｰﾝ14基損傷

堺２区トレーラー横転

防潮堤損壊

国際フェリーターミナル等
空コンテナ流出28個

大阪南港フェリー
ターミナル人道橋破損浸水箇所

凡 例

3-2-2.平成30年台風第21号 被災状況

武庫川下流浄化センター等
浸水被害

枝川浄化センター
浸水被害

高橋川
浸水被害

宮川
浸水被害

船舶乗上げ（消波ブロック損壊）
神戸港浸水

防波堤等損壊

護岸・柵損壊

臨港道路
通行止め

南港北防波堤
パラペット破損

臨港道路
通行止め

堺2区岸壁（-7.5m）
・岸壁冠水

臨港道路
通行止め

港島トンネル
浸水

 台風21号による高潮・高波・強風により浸水、倒壊、漂流被害等が発生。

出典：大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会資料
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3-2-2.平成30年台風第21号 被災状況（堺泉北港・阪南港）

 台風21号による高潮・高波・強風により浸水、倒壊被害等が発生。

【堺旧港地区】
・ﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄ打上げ

塩浜地区
・浸水被害

堺7区
・上部工損壊

堺泉北港

阪南港

助松地区
・コンテナ転倒
・フェンス破損
・係留施設渡版損傷
・泉大津大橋高欄倒壊

木材地区 臨港道路
・荷役機械倒壊

出典：大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会資料
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3-2-2.平成30年台風第21号 被災状況（津名港・和歌山下津港）

 台風21号による高潮・高波・強風により防波堤滑動、クレーン倒壊被害等が発生。

津名港

・防波堤滑動

本港地区
・防波堤損壊

北港地区
・防波堤ケーソン滑動

本港地区
・護岸損壊

本港地区
・クレーン損壊

和歌山下津港

出典：大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会資料
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3-2-2.平成30年台風第21号 各港の航路啓開状況と漂流コンテナ回収地点

１基

１基

２基

１２基

２基

１基

１基

１基
１１基

１基

６基 ３基

２基

１基

２３基

１基

１基

凡例

回収場所

神戸港
9月8日制限全面解除

尼崎西宮芦屋港
9月13日制限全面解除

大阪港
9月7日制限全面解除

夢洲

咲洲

尼崎

西宮芦屋

 神戸港、大阪港のコンテナターミナル等からコンテナ計７１個が漂流した。港湾区域内で航路啓開（漂流したコ
ンテナを回収）が実施され、9月7～1３日に各港における港湾利用の制限が解除された。

舞洲

出典：大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会資料



3-2-2.平成30年台風第21号 国際コンテナ及びフェリーターミナル復旧状況

RC2

RC4
RC5 RC6

RC7

PC13

PC14

PC15
PC16
PC17

PC18

C10
C11
C12

C8C9

C1
C2
C3

C4

夢洲コンテナ
ターミナル

咲洲コンテナ
ターミナル

阪神港（神戸港）

咲
洲

Ｃ１ 9月6日より再開済

Ｃ２ 9月6日より再開済

Ｃ３ 9月6日より再開済

Ｃ４ 9月6日より再開済

Ｃ８ 9月7日より再開済

Ｃ９ 9月6日より再開済

六
甲

ＲＣ２

9月10日から条件付再開
11月6日より再開済

ＲＣ４ 9月6日より再開済

ＲＣ５ 9月6日より再開済

ＲＣ６
ＲＣ７

11月15日よりすべての航路を再開。
12月22日よりすべてのGCを稼働。

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

ＰＣ１３9月6日より再開済

ＰＣ１４9月5日より再開済

ＰＣ１５9月5日より再開済

ＰＣ１６9月5日より再開済

ＰＣ１７9月5日より再開済

ＰＣ１８9月5日より再開済

夢
洲

Ｃ１０ 9月7日より再開済

Ｃ１１ 9月5日より再開済

Ｃ１２ 9月7日より再開済

9 月26 日より仮復旧したガントリークレーンの試験運
転として、一部航路の受入れを再開後、順次航路の
受け入れを拡大。

平成30年9月5日（水曜）未明に出火したRC2での火災
は消防隊による安全管理のもと、10月26日、マグネシ
ウム混合物の完全な安定化を確認、鎮火。
その後、舗装の補修を実施。

ＫＦ1・2

大阪南港
フェリーターミナル

神戸三宮フェリーターミナル
神戸ポートターミナル

六甲フェリーターミナル

六甲アイランド
Ｒ3・4

国際フェリーターミナル
コスモフェリーターミナル

大阪南港フェリーターミナル

ポートアイランド

9月8~10日に再開済

9月5日より再開済

9月5日より再開済

阪神港（大阪港）

泉大津フェリーターミナル
9月5日より再開済

（凡例）

フェリーターミナル
国際コンテナターミナル

神戸三宮フェリーターミナル
・神戸ポートターミナル 六甲フェリー

ターミナル

堺泉北港
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出典：大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会資料


